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【公開日】令和2年11月12日(2020.11.12)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月12日(2021.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数領域の核酸増幅が同一反応系で進行する鋳型依存的核酸増幅反応において、標的領
域の核酸増幅を特異的に抑制する方法であって、標的領域内の任意の位置にハイブリダイ
ズする一本鎖核酸を反応系に添加する工程を含み、該一本鎖核酸はＲＮＡまたはＲＮＡと
他の核酸とのキメラであり、鋳型依存的核酸増幅反応がＬＡＭＰ法、ＩＣＡＮ法およびＳ
ＤＡ法からなる群より選択されるいずれかであることを特徴とする核酸増幅抑制方法。
【請求項２】
　複数領域の核酸増幅が同一反応系で進行する鋳型依存的核酸増幅反応において、標的領
域の核酸増幅を特異的に抑制する方法であって、標的領域における顕著に短い任意の領域
にハイブリダイズする一本鎖核酸を反応系に添加する工程を含み、該一本鎖核酸はＲＮＡ
またはＲＮＡと他の核酸とのキメラであり、かつ、１０～２００塩基からなること（ただ
し、１０～７０塩基からなる場合を除く）を特徴とする核酸増幅抑制方法。
【請求項３】
　一本鎖核酸が一本鎖ＲＮＡである請求項２に記載の核酸増幅抑制方法。
【請求項４】
　鋳型依存的核酸増幅反応が、鋳型核酸にプライマーをアニーリングさせプライマーの３
’末端から核酸を伸長させることにより核酸鎖を増幅する反応であることを特徴とする請
求項１または２に記載の核酸増幅抑制方法。
【請求項５】
　鋳型依存的核酸増幅反応が、ＰＣＲ法、ＲＴ－ＰＣＲ法、ＮＡＳＢＡ法、ＬＣＲ法、Ｔ
ＲＣ法およびＴＭＡ法からなる群より選択されるいずれかであることを特徴とする請求項
４に記載の核酸増幅抑制方法。
【請求項６】
　鋳型依存的核酸増幅反応がＰＣＲ法またはＲＴ－ＰＣＲ法であることを特徴とする請求
項５に記載の核酸増幅抑制方法。
【請求項７】
　鋳型依存的核酸増幅反応に用いるＤＮＡポリメラーゼがα型ＤＮＡポリメラーゼである
ことを特徴とする請求項４～６のいずれかに記載の核酸増幅抑制方法。
【請求項８】
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　標的領域の核酸増幅を特異的に抑制するキットであって、標的領域における顕著に短い
任意の領域にハイブリダイズする一本鎖核酸を含み、該一本鎖核酸はＲＮＡまたはＲＮＡ
と他の核酸とのキメラであり、かつ、１０～２００塩基からなること（ただし、１０～７
０塩基からなる場合を除く）を特徴とするキット。
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